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第１編 計画の基本的事項 

 

第１章 計画改定の趣旨 

 

１ 計画改定の背景と目的                             

 

春日部市（以下「本市」という。）では、2012 年（平成 24年）３月に『ごみを

減らし、ごみを生かす生活が「あたりまえ」の循環型都市』を目標に掲げ、2012

年度（平成 24 年度）から 2026 年度までの 15 年間を計画期間とする春日部市一般

廃棄物処理基本計画（以下「前計画」という。）を策定しました。 

この間、ゴミニケーションカレンダーの充実、パソコンの無料回収や使用済み小

型家電※のピックアップ回収※など、適正な分別排出のための啓発を充実させ、新

たな収集方法によるごみの減量化・資源化を図るとともに、焼却灰の再利用、資源

選別センターの統廃合を行い、ごみ処理の適正化・合理化を図ってきました。 

また、し尿※や浄化槽汚泥※をごみ焼却施設の助燃剤※として再利用することがで

きる汚泥再生処理センターの竣工、ごみ焼却施設の寿命を延ばすための基幹的設備

の改良工事に加え、施設内の電力を賄い余剰電力を地域へ還元するため、発電能力

を向上させ、地球温暖化防止対策に積極的に取り組んでいるところです。 

このような中、循環型社会※の実現を目指した取組により、家庭から排出される

ごみの量は年々減少し、前計画で掲げた一部の数値目標を既に達成しました。一方、

事業所から排出されるごみの量は、大型商業施設の出店もあり、増加傾向にありま

す。 

更に、東日本大震災を契機として、大規模災害発生時に大量に発生することが予

測される廃棄物の適正な処理体制の確保、世界的に関心の高まっている食品ロス※

の問題など、廃棄物処理・リサイクルを取り巻く環境は大きく変化してきています。 

このような現状を踏まえ、新たな課題等への対応を行う必要が生じたことから、

前計画を改定し、更なるごみの減量化・資源化、適正な処理を推進し、循環型社会

の更なる構築を進めていくため、新たに春日部市一般廃棄物処理基本計画を策定し

ました。 
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２ 計画の位置付け                                 

 

本計画は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和 45 年法律第 137 号。以下

「廃棄物処理法」という。）第６条第１項に基づき、本市の区域内から発生する一

般廃棄物※の処理に係る長期的、総合的視野に立った基本となる事項について定め

たものです。 

「第２次春日部市総合振興計画」や「第２次春日部市環境基本計画」、国・埼玉

県の計画やその他市の関連計画との整合を図っています。 

 

図 1.1-1 一般廃棄物処理基本計画の位置付け 
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３ 計画の目標年度                                

  

 本計画は、2019 年度から 2028 年度までの 10 年間を計画期間として、2023 年度

を中間目標年度、2028 年度を最終目標年度とします。 

 また、中間年度である 2023 年度に、環境をめぐる社会情勢の変化に対応した効

果的な施策とするため、中間見直しを行ったものです。 

 

図 1.1-2 計画期間と目標年度 

 

 

４ 計画の構成                                   

 

 本計画は、ごみ処理に関する部分（ごみ処理基本計画及び食品ロス削減推進計画）

と生活排水※に関する部分（生活排水基本計画）で構成します。 

 

図 1.1-3 計画の構成 
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第２章 関係法令等 

 

１ 環境・廃棄物・リサイクル関連の法体系                      

 

環境・廃棄物・リサイクル関連の法体系を図 1.2-1 に示します。 

 

図 1.2-1 循環型社会の形成の推進のための法体系  

 

 

 



 春日部市一般廃棄物処理基本計画（令和５年度中間見直し版） 
 

 5 

 

２ 廃棄物処理計画に関する各種目標値                       

 

各種計画等で定められている廃棄物減量等に関する目標値を表 1.2-1 に示しま

す。 

 

表 1.2-1 各種廃棄物減量等に関する目標値 

 

 

第四次循環型社会形成推進基本計画 

循環型社会形成推進基本計画は、循環型社会形成推進基本法（平成 12 年法律第

110 号）第 15 条に基づき、循環型社会の形成に関する施策の総合的かつ計画的な

推進を図るために定められています。第四次循環型社会形成推進基本計画（平成

30年６月 19日閣議決定）では、環境的側面、経済的側面及び社会的側面の統合的

向上を掲げた上で、重要な方向性として、①地域循環共生圏形成による地域活性化、

②ライフサイクル全体での徹底的な資源循環、③適正処理の更なる推進と環境再生

などを掲げ、その実現に向けて概ね 2025 年までに国が講ずべき施策を示していま

す。 

 

廃棄物処理法基本方針 

廃棄物処理法基本方針は、廃棄物処理法第５条の２第１項に基づき、廃棄物の減

量その他その適正な処理に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るために定

められています。 

 2023 年（令和５年）６月に変更された廃棄物処理法基本方針（令和５年環境省

告示第 49号）は、平成 28年改正以降、カーボンニュートラルに向けた脱炭素化の

推進、地域循環共生圏の構築推進、ライフサイクル全体での徹底した資源循環の促

進等の情勢変化を踏まえた変更がなされています。 

指標

第四次循環型社会
形成推進基本計画

2018年（平成30年）⇒2025年

廃棄物処理法基本方針

2023年（令和5年）⇒2027年

第９次埼玉県
廃棄物処理基本計画

2021年（令和3年）⇒2025年

第２次春日部市
総合振興計画

（後期基本計画）
2023年（令和5年）⇒2027年

第２次春日部市
環境基本計画

2016年（平成28年）⇒2027年

排出量
（総量）

約８５０ｇ/人・日
1日1人当たり

約１６％削減
総量

排出量
（家庭系）

約４４０ｇ/人・日
1日1人当たり（資源除く）

４４０ｇ/人・日
1日1人当たり

４４０ｇ/人・日
1日1人当たり

６３３ｇ/人・日
1人1日当たり

５２，３９８ｔ/年
総量

６３３g/人・日
1人1日当たり

排出量
（事業系）

約１６％削減
総量（平成30年度比）

１２，０００ｔ/年
総量

再生利用率
約２８％に増加

令和９年度における排出量に対す
る再生利用の割合

２７%
排出量に対する再生利用の割合

最終処分量
約３１％削減

総量

２８ｇ/人・日
1日1人当たり

３，１００ｔ/年
総量
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第９次埼玉県廃棄物処理基本計画 

埼玉県廃棄物処理基本計画は、廃棄物処理法第５条の５の規定に基づき、循環型

社会の形成に向けた施策を総合的に推進するために定められています。 

2021 年（令和３年）３月に策定され、2021 年（令和３年度）から 2025 年度の５

年間を計画期間としている第９次埼玉県廃棄物処理基本計画は、持続可能で環境に

やさしい循環型社会の実現を目指し、①食品ロスの削減、②プラスチック資源の循

環的利用の推進、③廃棄物処理の持つエネルギーの有効活用を、特に重点的に取り

組む課題としています。 

 

第２次春日部市総合振興計画 後期基本計画 

第２次春日部市総合振興計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」の３層

で構成されます。 

基本構想は、本市の今後 10 年間にわたる総合的かつ計画的なまちづくりの指針

となるものであり、長期的な視点に立って本市の将来像を示し、これを実現するた

めの基本的な考え方とまちづくりの基本目標を定めたものです。 

基本計画は、まちづくりの基本目標に基づいて、施策を体系的に整理し、方向性

を示すもので、計画期間は前期・後期に分け、前期基本計画は、計画期間を 2023

年度（令和５年度）から 2027 年度までの５年間とし、環境にやさしいまちをつく

るため、①ごみ減量・リサイクルの推進、②環境にやさしい持続可能な取組の推進

を施策として掲げています。 

 

第２次春日部市環境基本計画 

 春日部市環境基本計画は、春日部市環境基本条例第 10条に基づいて策定される、

環境分野における基本的な計画です。 

2018 年（平成 30 年）３月に策定され、2018 年度（平成 30 年度）から 2027 年度

の 10 年間を計画期間とした第２次春日部市環境基本計画は、目指すべき環境像を

「自然と人とが共生し 未来につなぐ環境を みんなで育てまもるまち・春日部」

と定め、①ごみの減量化・持続可能な資源利用の推進、②不法投棄の防止、環境美

化活動※の推進、③ごみの適正処理の推進を施策として掲げています。 

 

  



 春日部市一般廃棄物処理基本計画（令和５年度中間見直し版） 
 

 7 

第３章 地域の概要 

 

１ 人口と世帯の動向                               

 

本市の総人口は近年減少傾向となっている一方、世帯数は増加傾向にあります。

このことから、世帯当たりの人員は、減少傾向にあります。 

 また、年少人口（０歳～14歳）と生産年齢人口（15歳～64歳）が減少する一方、

老年人口（65 歳以上）が増加しています。 

 

図 1.3-1 過去 10 年の人口・世帯数の推移      

 

図 1.3-2 過去 10 年の年齢階層別人口の推移     

 

住民基本台帳 各年 10月１日現在 
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２ 産業の概要                                  

 

 本市の事業所数及び従業者数の推移を図 1.3-3 及び表 1.3-1 に示します。 

 事業所数及び従業者数は、2014 年（平成 26 年）に増加に転じたものの、2016 年

（平成 28年）に再び減少に転じ、2021 年（令和３年）には事業所数は引き続き減

少するも、従業者数は増加に転じました。 

 

 図 1.3-3 事業所及び従業者数の推移  

 

平成 24 年・・・経済センサス活動調査（基準日２月１日） 

平成 26 年・・・経済センサス基礎調査（基準日：７月１日） 

平成 28 年・令和３年・・・経済センサス活動調査（基準日６月１日） 
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表 1.3-1 産業（大分類）別事業所数・従業者数の推移 

 

平成 24 年・・・経済センサス活動調査（基準日２月１日） 

平成 26 年・・・経済センサス基礎調査（基準日：７月１日） 

平成 28 年・令和３年・・・経済センサス活動調査（基準日６月１日） 
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第２編 ごみ処理基本計画 

 

第１章 ごみ処理・処分の現況と課題 

 

１ ごみ処理・処分の流れ                             

 

１）排出方法 

 一般家庭から排出される家庭系ごみの排出方法を表 2.1-1 に示します。 

ごみの排出方法は、可燃ごみ、不燃ごみ、びん・かん・ペットボトル、有害・危

険ごみ、紙・布、粗大ごみ等の５種 18分別となっています。 

 事務所や商店等の事業活動に伴って排出される事業系ごみは、すべて事業者に処

理責任があるため、市で収集を行っていません。事業者は、市の処理施設へ直接搬

入又は一般廃棄物収集運搬業許可業者に収集依頼をしなければなりません。 

 

表 2.1-1 ごみの排出方法（2023 年度（令和５年度）現在） 

 

 

種類別 収集頻度 排出方法

可燃ごみ 可燃ごみ 週３回 透明又は白色半透明の袋

不燃ごみ 月２回 透明又は白色半透明の袋

小型家電 月２回 袋に入れずそのまま

びん・ペットボトル 月２回 指定コンテナ（集積所に配布）

かん 月２回 指定コンテナ（集積所に配布）

新聞紙・チラシ 月２回 紐で十字に縛る

雑誌 月２回 紐で十字に縛る

段ボール 月２回 紐で十字に縛る

雑紙 月２回 紐で十字に縛る又は紙袋に入れる

紙パック 月２回 紐で十字に縛る

古繊維類 月２回 透明又は白色半透明の袋

乾電池 月２回 赤色コンテナ

水銀体温計 月２回 赤色コンテナ

蛍光灯 月２回 赤色コンテナ

カセット式ガスボンベ・スプレー缶 月２回 赤色コンテナ

使い捨てライター 月２回 赤色コンテナ

リチウムイオン電池製品 月２回 赤色コンテナ

各戸電話申込（有料）

施設直接搬入（有料）

収集日の朝８時まで

集積所（地域住民が指定する場所）

５種：①可燃ごみ　②不燃ごみ　③資源物　④有害・危険ごみ　⑤粗大ごみ

18分別：①可燃ごみ　②不燃ごみ　③小型家電　④びん・ペットボトル　⑤かん　⑥新聞・チラシ　⑦雑誌　⑧段ボール　⑨雑紙　⑩紙パック

　　　　　⑪古繊維類 ⑫乾電池　⑬水銀体温計　⑭蛍光灯　⑮カセット式ガスボンベ・スプレー缶　⑯使い捨てライター　⑰粗大ごみ

　　　　　⑱リチウムイオン電池製品

排出時間

排出場所

分別区分

不燃ごみ

粗大ごみ

資源物

随時一辺が50㎝を超え２ｍ未満の大型ごみ

紙・布

びん・かん・ペットボトル

不燃ごみ

有害ごみ

危険ごみ

有害・危険ごみ
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２）ごみ処理料金 

 本市のごみ処理手数料を表 2.1-2 に示します。 

 

 表 2.1-2 ごみ処理手数料（2023 年度（令和５年度）現在） 

 

 

３）ごみ処理体制 

 分別区分ごとの処理概要を表 2.1-3 に示します。 

 

 表 2.1-3 分別区分ごとの処理概要 

 

  

可燃ごみ 不燃ごみ
粗大ごみ
（定額制）

粗大ごみ
（品目制）

粗大ごみ
（多量排出）

家庭系 無料※ 無料※
戸別収集

500円/品※

スプリング入りマットレス
2,000円/品

戸別収集
5,000円/２ｔ車１台

事業系 210円/10㎏ 210円/10㎏ 210円/10㎏ - -

　※直接搬入する場合は、事業系に同じ。
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４）ごみ処理フロー 

 本市のごみ処理フローを図 2.1-1 に示します。 

 

 図 2.1-1 ごみ処理フロー（2023 年度（令和５年度）現在） 
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２ ごみ排出量の実績及び性状                           

 

１）ごみ総排出量 

（１）年間ごみ総排出量 

 本市の年間ごみ総排出量（家庭系ごみ＋事業系ごみ＋集団資源回収※）は、減少

傾向にあります。2022 年度（令和４年度）では、全体の約 69％が家庭系ごみ、約

28％が事業系ごみとなっています。 

 

図 2.1-2 年間ごみ総排出量の推移 

 

 表 2.1-4 年間ごみ総排出量の実績 
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（２）1人 1日当たりのごみ排出量 

 年間ごみ総排出量（家庭系ごみ＋事業系ごみ＋集団資源回収）を人口と年間の日

数（365 日又は 366 日）で除した１人１日当たりのごみ排出量は、減少傾向にあり

ます。 

 2013 年度（平成 25年度）から 2022 年度（令和４年度）にかけて 49.5ｇ/人日（約

5％）減少しています。 

  

 図 2.1-3 1 人 1日当たりのごみ排出量の推移 

 

 

表 2.1-5 1 人 1日当たりのごみ排出量の実績 
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２）家庭系ごみ排出量 

（１）年間家庭系ごみ排出量 

 年間家庭系ごみ排出量は、減少傾向にあります。 

 全体の約８割を可燃ごみが占めています。 

 

 図 2.1-4 年間家庭系ごみ排出量の推移 

 

 

 表 2.1-6 年間家庭系ごみ排出量の実績 
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（２）1人 1日当たりの家庭系ごみ排出量 

 年間家庭系ごみ排出量（家庭系ごみ＋集団資源回収）を人口と年間の日数（365

日又は 366 日）で除した 1人 1日当たりの家庭系ごみ排出量は、減少傾向にありま

す。 

 2013 年度（平成 25年度）から 2022 年度（令和４年度）にかけて 63.0ｇ/人日（約

9％）減少しています。これは市民の分別意識の向上や、2020 年７月から始まった

レジ袋の有料化が影響していると思われます。 

 

 図 2.1-5 1 人 1日当たりの家庭系ごみ排出量の推移 

 

 

表 2.1-7 1 人 1日当たりの家庭系ごみ排出量の実績 
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３）年間事業系ごみ排出量 

 年間事業系ごみ排出量は、2013 年度（平成 25年度）から 2022 年度（令和４年

度）まで全体としては横ばいとなっています。 

 2020 年度（令和２年度）と 2021 年度（令和３年度）の減少は、新型コロナウイ

ルス感染症による外出機会の減少が影響していると思われます。 

 

 図 2.1-6 年間事業系ごみ排出量の推移 

 

 

 表 2.1-8 年間事業系ごみ排出量の実績 
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４）ごみの性状 

 ごみ集積所における 2023 年（令和５年）の可燃ごみ及び不燃ごみの組成調査結

果を、図表 2.1-1 及び図表 2.1-2 に示します。 

 可燃ごみ全体の約 34％を厨芥類※が占めています。未利用食品も 9.3％含まれて

います。また、可燃ごみの中には、不燃ごみ及び資源物として排出されるべきもの

が約 36％混入しています。 

 不燃ごみ全体の約 29％を金属類が占めています。また、不燃ごみの中には、可

燃ごみ及び資源物として排出されるべきものが約 24％混入しています。 

 

図表 2.1-1 可燃ごみ組成調査結果 

 

図表 2.1-2 不燃ごみの組成調査結果 
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３ ごみ処理・処分の実績                             

 

１）施設の状況 

 本市のごみ処理施設の概要を表 2.1-9 に示します。また、施設の位置を次項の図

2.1-7 に示します。 

 

表 2.1-9 ごみ処理施設の概要（2024 年（令和６年）３月現在） 

 

1994年（平成６年）３月

経過年数
2024年３月現在

春日部市豊野環境衛生センター

可
燃
ご
み
処
理
施
設

施設名称　

所在地

焼却能力

炉形式

処理対象

余熱利用

竣工日

春日部市豊野三丁目６番地

133ｔ/日×３炉　計399ｔ/日　（常時２炉で焼却）

全連続焼却式焼却炉

可燃ごみ

3,100ｋＷ発電

30年

可
燃
ご
み
以
外
の
処
理
施
設

施設名称　 春日部市クリーンセンター

所在地 春日部市豊野町三丁目９番地１

処理対象 不燃ごみ・粗大ごみ

処理内容 破砕・選別

処理能力 80ｔ/５時間　横型破砕機

竣工日 1992年（平成４年）７月

経過年数
2024年３月現在

31年

施設名称　 春日部市資源選別センター

所在地 春日部市豊野町三丁目９番地１

処理対象 資源物（びん・かん・ペットボトル）、有害・危険ごみ

処理内容 手選別・磁選別、圧縮・梱包

びん　　　　　　 ２０ｔ/５時間

竣工日 1994年（平成６年）６月

経過年数
2024年３月現在

29年

ペットボトル　　　 ５ｔ/５時間

処理能力 かん　　　　　　 １０ｔ/５時間
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図 2.1-7 ごみ処理施設の位置 
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 ２）焼却処理の実績 

  豊野環境衛生センターにおける焼却処理の実績を図 2.1-8 及び表 2.1-10 に示

します。 

  ごみ総排出量が減少しているため、焼却処理量も近年減少傾向にあります。 

  また、焼却処理に伴って発生した熱を利用した発電（3,100ｋＷ）による 

サーマルリサイクル※を行っています。 

 

図 2.1-8 焼却処理量の推移   

 

 

表 2.1-10 焼却処理量の実績  
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３）最終処分の実績 

 本市の最終処分場での焼却残さの埋め立ては、2011 年度（平成 23 年度）に完

了しています。現在、焼却残さのうち集じん灰はすべて民間の一般廃棄物最終処

分場で埋め立て処分されています。 

 不燃残さについては、埼玉県環境整備センター及び民間の一般廃棄物最終処分

場で埋め立て処分されています。 

  

 図 2.1-9 最終処分量の推移 

 
 

 表 2.1-11 最終処分量の実績 
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４ ごみ減量化・再生利用の実績                            

 

１）集団資源回収団体奨励金の交付 

 本市では、家庭系ごみの中から再利用が可能な資源物を集団で回収する市民の団

体（自治会・ＰＴＡ等）に対し、１㎏当たり２.５円の奨励金を交付しています。 

 奨励金の対象となるのは、金属類（アルミ缶、スチール缶等）、びん類（酒びん

等）、紙類（新聞、チラシ、雑誌、段ボール、牛乳パック等）、布類（古着、布等）

です。 

 2018 年度（平成 30年度）から 2022 年度（令和４年度）にかけて集団資源回収

量が約 25％減少しています。これは、団体構成員の高齢化に伴う回収量の減少等

が影響していると思われます。 

  

 図 2.1-10 集団資源回収の推移 

 

 

 表 2.1-12 集団資源回収の実績 

 

  

2013年度
（平成25年度）

2014年度
（平成26年度）

2015年度
（平成27年度）

2016年度
（平成28年度）

2017年度
（平成29年度）

2018年度
（平成30年度）

2019年度
（令和元年度）

2020年度
（令和２年度）

2021年度
（令和３年度）

2022年度
（令和４年度）

登録団体数 211 206 206 201 199 197 194 181 174 170

集団資源回収量（ｔ） 5,551 4,965 4,235 3,940 3,646 3,486 3,228 2,783 2,694 2,607
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２）資源化量・資源化率 

 資源化量・資源化率は、2013 年度（平成 25年度）から 2017 年度（平成 29 年度）

にかけて資源化量・資源化率ともにゆるやかな減少傾向にありました。これは、新

聞の発行部数の減少、缶やびんの軽量化等が影響していると思われます。 

 近年は、資源化量・資源化率ともに横ばいとなっています。 

 

 図 2.1-11 資源化量・資源化率の推移 

 

 

 表 2.1-13 資源化量・資源化率の実績 
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５ 前計画の検証と課題の整理                           

 

１）前計画の概要 

 前計画では『ごみを減らし、ごみを生かす生活が「あたりまえ」の循環型都市』

を目指すべき姿に掲げています。また、目指すべき姿の実現に向けて、具体的な数

値目標を掲げて、ごみ減量・リサイクルの推進に取り組んでいく必要があることか

ら、４つの数値目標を設定し、達成するための施策として４つの施策展開を総合的

に推進していくこととしています。 

 

 図 2.1-12 前計画の施策体系 

 

施策展開 方向性

【

ご
み
を
減
ら
し
、

ご
み
を
生
か
す
生
活
が
「

あ
た
り
ま
え
」

の
循
環
型
都
市
】

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

ごみの発生抑制※・再使用・
リサイクルの推進

広報・啓発・環境教育の推進

環境に配慮した廃棄物処理
システムの構築

市民・事業者・行政の
パートナーシップの充実

環境教育の充実

循環型ごみ処理体制の確立

処理不適物への対応

環境配慮型ごみ処理施設等の
整備

最終処分場の適正管理と跡地
利用計画

その他の施策

減量化・資源化の促進

再生品の活用

ごみ処理費用が組み込まれた
ごみ処理システムの構築

国や県への働きかけ

減量化・資源化活動の支援

廃棄物減量等推進員※の活用

情報提供と啓発活動の充実

ごみ関連事業の開催
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 図 2.1-13 前計画のごみ減量等に関する数値目標 

 

  

1 家庭系ごみ

1人1日当たりごみ排出量を2010年度（平成22年度）の745ｇに対して、2016年度（平成28年度）

までに40ｇ以上減らし700ｇに、2026年度までに60ｇ以上減らし680ｇにします。

２ 事業系ごみ

年間排出量を2010年度（平成22年度）の21,546ｔに対して、2016年度（平成28年度）までに600ｔ

以上減らし20,900ｔに、2026年度までに1,500ｔ以上減らし20,000ｔにします。

３ 資源化

ごみ総排出量に対する資源化率を、2016年度（平成28年度）までに23％以上、2026年度

までに25％以上にします。

４ 最終処分

最終処分量を2010年度（平成22年度）に対して、2016年度（平成28年度）までに60％以上減ら

し4,000ｔに、2026年度までに70％以上減らし3,100ｔにします。

ごみ減量等に関する数値目標
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２）施策の実施状況 

 『ごみを減らし、ごみを生かす生活が「あたりまえ」の循環型都市』を目指し、

本市が実施してきた施策は下記の通りです 

 

（１）ごみの発生抑制・再使用・リサイクルの推進 

 １ 減量化・資源化の促進 

 

  

２ 再生品の活用 

 

施策 実施状況 今後の方向性

1-１-１　容器包装廃棄物※の発生抑制
マイバッグの利用や詰め替え用製品を選ぶなど容器包装廃棄
物の発生抑制について広報紙やゴミニケーションカレンダー等
で啓発しています。

継続

1-１-２　３Ｍ運動の推進
マイバッグ・マイボトル・マイはしを３Ｍ（スリーエム）と称し、市民
へ推奨しています。また、市では毎週水曜日をエコアクション
デーとし、市職員が率先して３Ｍ運動を実施しています。

継続

1-１-３　家庭での生ごみ堆肥化・利用促進

生ごみ処理容器の購入費用の一部補助を行い堆肥化を推進し
ています。また生ごみ処理容器の販売店に補助制度のチラシを
置き補助制度のＰＲをしています。
生ごみ堆肥化講習会を開催し、堆肥化する方法を市民に学ん
でもらう機会を提供することで堆肥化を促進しています。

廃止・再検討

1-１-４　使い捨て品の利用軽減

できるだけ長く使えるものを購入し、ごみとなるものを減らすよう
啓発しています。
割り箸利用を削減するため、市役所本庁舎内食堂や市立病院
内食堂で再使用箸を使用してきました。

継続

1-１-５　生ごみ減量化・資源化

生ごみはよく水を切ってから排出するよう啓発しています。
親子エコ・クッキング※を開催し、親子で環境について考える
きっかけをつくるとともに生ごみの減量化を図っています。
埼玉県が実施する「彩の国エコぐるめ事業」への市内店舗の登
録促進をしています。
宴会等での食べ残しを減らすため、食べ切りタイムを周知して
います。

継続・拡大

1-１-６　植栽剪定枝葉リサイクルの推進
家庭や公共施設から排出された植栽剪定枝葉のチップ化・堆
肥化を行い、市民に提供していましたが2011年（平成23年）７
月から配布をしていません。

廃止

1-１-７　資源排出先の拡充

市民による集団資源回収に奨励金を交付することで活動の支
援をしています。
公共施設に牛乳パック、インクカートリッジ、小型家電の回収
ボックスを設置し分別排出の機会を増やしています。
民間企業と協定を結び、パソコンを含む小型家電の宅配回収を
実施しています。

継続

施策 実施状況 今後の方向性

１-２-１　再生品の利用促進
再生品を積極的に利用するようゴミニケーションカレンダーで啓
発しています。

継続

１-２-２　廃食油収集支援

民間事業者が実施している廃食油の回収をイベント等で周知し
ています。
廃食油回収事業を周知するためのチラシを作成し、自治会等で
協力してくださる団体を募っています。

継続
（R5年8月末廃止）

１-２-３　行政における再生品の活用
「春日部市環境物品などの調達の促進を図るための方針」を策
定し、全庁を挙げてグリーン購入を推進しています。

継続
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３ ごみ処理費用が組み込まれたごみ処理システムの構築 

 

  

４ 国や県への働きかけ 

 

 

（２）市民・事業者・行政のパートーナーシップの充実 

 １ 減量化・資源化活動の支援 

 

 

 ２ 廃棄物減量等推進員の活用 

 
 

施策 実施状況 今後の方向性

１-３-１　ごみ処理有料化の検討
有料化の導入により、ごみの減量がより一層進むことも考えら
れますが、市民・事業者・行政の協働によりごみの減量化が進
んでいることから、有料化の実施はしてきませんでした。

継続検討

１-３-２　ごみ処理手数料の定期的見直し
2006年度（平成18年度）に事業系ごみ処理手数料を見直し、現
在に至ります。

継続検討

１-３-３　廃棄物会計の導入 廃棄物処理会計基準の導入には至っていません。 継続検討

施策 実施状況 今後の方向性

１-４-１　国や県への要望

違法と疑われる廃棄物回収業者について環境省と意見交換を
行い、対応マニュアルの策定を求めました。
埼玉県に対しても本市の食品ロスの削減等について協力を求
めています。

継続

施策 実施状況 今後の方向性

２-１-１　集団資源回収への支援
自治会やＰＴＡが自主的に行う集団資源回収に対し奨励金を交
付し、集団資源回収の実施方法や申請方法を記載したマニュア
ルを配布するなど積極的に支援しています。

継続

２-１-２　事業者への支援
ごみの減量化や資源化に取り組む事業所をエコ・ショップ、エコ・
オフィスとして認定する事業を行っていましたが、その役割を終
えたことから2018年（平成30年）２月に廃止しました。

廃止・再検討

２-１-３　事業者への指導

多量排出事業者に対して「廃棄物減量等計画書※」の提出を義
務づけ、廃棄物の適正処理を促しています。
地域のごみ集積所に事業所から出たごみが排出されていた場
合、注意、排出方法の指導をしています。
豊野環境衛生センターにおいて事業者へ産業廃棄物※を持ち
込まないよう啓発するチラシを配布しています。

継続

２-１-４　自主的な活動への支援
かすかべし出前講座やふれあい大学の講義に職員を派遣し、
ごみの減量化・資源化や循環型社会について講義を行ってい
ます。

継続

施策 実施状況 今後の方向性

２-２-１　廃棄物減量等推進員
　　　　　 との連携強化

クリーンかすかべ推進員※（廃棄物減量等推進員）を通じて、地
域の問題等の情報を共有し、協働して問題の解決に取り組ん
でいます。
クリーンかすかべ推進員を対象とした研修会、施設見学会を実
施し、地域活動の支援をしています。

継続
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（３） 広報・啓発・環境教育の推進 

 １ 情報提供と啓発活動の充実 

 

 

 ２ ごみ関連事業の開催 

 

  

 ３ 環境教育の充実 

 

 

 

 

 

 

施策 実施状況 今後の方向性

３-１-１　分かりやすいゴミニケーション
　　　　　 カレンダーの作成・配布

ごみの収集日とごみの出し方を一冊にまとめ、フルカラーで見や
すく、分かりやすいものを作成しています。
ゴミニケーションカレンダーに廃棄物処理業者を中心とする民間
企業等の有料広告を掲載し、経費抑制を図るとともに収集業者
の情報をお知らせしています。

継続

３-１-２　広報・ホームページなどによる
　　　　　 情報提供

ごみ分別区分一覧表、ゴミニケーションカレンダーをホームペー
ジにも掲載し、情報提供に努めています。
ごみの減量方法や各種助成制度等を広報・ホームページに掲
載しＰＲしています。

継続

３-１-３　啓発活動の充実
外国人向けに７ヵ国語でごみの出し方ガイドブックを作成し、分
別区分や排出方法等の周知を図っています。 継続

施策 実施状況 今後の方向性

３-２-１　イベント等での啓発強化
市内で行われる祭りやイベント等に出展し、ごみの減量化・資
源化の啓発を行うとともに、小型家電回収や廃食油の回収を
行っています。

継続

３-２-２　処理施設見学会の充実
市民が誰でも参加できるごみ処理施設見学会を実施していま
す。

継続

施策 実施状況 今後の方向性

３-３-１　かすかべし出前講座の活用
かすかべし出前講座でごみの減量化・資源化に関する講義を
行っています。

継続

３-３-２　生涯学習人材情報
　　　　　 講師登録制度の活用

生涯学習人材情報講師登録制度の公募を行っていますが、ご
みの分野で講師登録をしていただいている方はいません。

継続

３-３-３　小・中学校での環境教育の充実

学校が行うごみ処理施設見学会を積極的に受け入れていま
す。
埼玉県の職員を講師として招き、小学校で食品ロスに関する授
業を行いました。

継続
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（４） 環境に配慮した廃棄物処理システムの構築 

 １ 循環型ごみ処理体制の確立 

 

 

 ２ 処理不適物への対応 

 

  

施策 実施状況 今後の方向性

４-１-１　廃プラスチックの適正リサイクル
廃プラスチックの分別収集は収集日や費用、施設整備の関係
から実施には至っていません。現在は廃プラスチックを焼却処
理する際に発電を行いサーマルリサイクルを行っています。

継続検討

４-１-２　資源分別収集品目の追加
小型家電のピックアップ回収を2013年（平成25年）４月から始め
ています。

継続

４-１-３　焼却残さの資源化
豊野環境衛生センターから発生する焼却残さのうち主灰をセメ
ント原料化・人工砂化し再資源化を図っています。

継続

４-１-４　分別排出の徹底

より分かりやすいゴミニケーションカレンダーを作成することで市
民に分別排出を啓発しています。
事業者には一般廃棄物収集運搬業者を通じ、ごみの搬入時に
分別排出の指導を行っています。

継続

４-１-５　事業系ごみ搬入者に対する
　　　　　 検査の強化

事業系ごみ搬入者に対し、抜き打ちで搬入物の検査を行い、指
導を行っています。

継続・拡大

４-１-６　安全・安心な収集体制の構築
定期的にごみ収集業者との打ち合わせを行い、市民及び収集
作業員の安全を確保できるよう調整・情報共有を行っていま
す。

継続

施策 実施状況 今後の方向性

４-２-１　適正処理困難物の
　　　　　 処理ルートの確保

市で処理できない適正処理困難物については、市民に対して
処理業者を紹介し適正に処理できるようにしています。
市に持ち込まれた破砕処理困難物は、適正に処理できる業者
と契約し処理しています。また、市外業者に処理委託をした場
合は、所在する自治体と法律に基づく事前協議を行っていま
す。

継続

４-２-２　法律に基づく引取りの推進
家電リサイクル法対象製品（テレビ・洗濯機・衣類乾燥機・エア
コン・冷蔵庫・冷凍庫）やパソコン、オートバイ等は市では回収
せず、法律に基づいた処理ルートを案内しています。

継続

４-２-３　在宅医療廃棄物の処理
在宅医療廃棄物※のうち、感染性のものや鋭利なものは市で
の受入れはしていないため、医療機関や調剤薬局へ持ち込む
よう周知しています。

継続
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 ３ 環境配慮型ごみ処理施設等の整備 

 

 

 ４ 最終処分場の適正管理と跡地利用計画 

 

  

施策 実施状況 今後の方向性

４-３-１　資源ごみ処理施設の統合
春日部地域と庄和地域でそれぞれ行っていた資源ごみの処理
を2016年度（平成28年度）に一元化し、ごみ処理の合理化・効
率化を図りました。

完了

４-３-２　不燃・粗大ごみ処理の効率化

2011年（平成23年）４月から春日部地域と庄和地域のクリーン
センターを統合し、ごみ処理の合理化・効率化を図りました。
資源選別センター・クリーンセンターで発生する資源物のストッ
ク場所の整備を行っています。

完了

４-３-３　廃プラスチックの
　　　　　 資源化施設の整備

収集日や費用、施設整備の関係から廃プラスチック資源化施設
の整備は行っていません。

継続検討

４-３-４　不燃・粗大・資源ごみ
　　　　　 処理施設の延命化

2016年度（平成28年度）に「一般廃棄物処理施設のインフラ長
寿命化計画」を策定し、各施設の延命化を実施しています。

継続

４-３-５　ペットボトル減容施設の更新 2012年度（平成24年度）に更新を行いました。 完了

４-３-６　焼却施設の更新
2016年度（平成28年度）に「一般廃棄物処理施設のインフラ長
寿命化計画」を策定し、施設の延命化を実施しています。

継続

施策 実施状況 今後の方向性

４-４-１　最終処分量の削減
分別排出・減量化を促進し、焼却残さ（焼却灰）のうち主灰の再
資源化を図り最終処分量を削減しています。

継続

４-４-２　最終処分場の適正管理と
　　　　　 跡地利用

最終処分場の埋立完了後も定期的な監視と適正な管理を実施
しています。
最終処分場の跡地については、地元自治会等と協議をした結
果、2018年度（平成30年度）から民間事業者に貸し付け、太陽
光発電設備が設置されています。

継続
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 ５ その他の施策 

 
 

３）前計画の数値目標の達成状況 

 前計画の目標達成状況を表 2.1-15 に示します。 

 「家庭系ごみ 1人 1日当たりごみ排出量」及び「最終処分量」は中間目標を達成

することができたものの、「事業系ごみ年間排出量」及び「資源化率」は目標を達

成することができませんでした。 

 「事業系ごみ年間排出量」については、基準値である 2010 年度（平成 22 年度）

よりも増加しました。 

 「資源化率」については、基準値である 2010 年度（平成 22 年度）よりも増加し

ましたが、目標の達成には至りませんでした。 

 

 表 2.1-14 前計画の目標達成状況 

 

施策 実施状況 今後の方向性

４-５-１　環境美化の推進

毎年５月に市内一斉清掃を「春のクリーンデー」と称し実施して
います。
自治会・ボランティアなどによる市民の自主的な美化活動に対
して用具の貸与やごみ袋の支給、ごみの回収などにより支援を
しています。

継続・拡大

４-５-２　不法投棄・資源物持ち去り
　　　　　 防止対策

不法投棄は埼玉県や警察と連携して監視体制を強化し取り締
まりを行っています。
資源物の持去りは警察や関係機関と協力し、職員による早朝
パトロール、ＧＰＳを利用した追跡調査、警察との合同パトロー
ルなどを実施しています。

継続

４-５-３　災害廃棄物処理計画の策定
2015年（平成27年）３月に春日部市災害廃棄物処理計画を策
定しました。

継続

４-５-４　災害廃棄物※の
          一時仮置き場の確保

過去の災害時の対応事例を踏まえながら、候補地の選定や仮
置き場の運用方法等について検討しています。

継続

４-５-５　広域的な連携による
          災害廃棄物処理体制の確保

他自治体や関係団体、民間の処理事業者等と連携した広域的
な処理体制の構築について検討してします。

継続

数値目標 基準値
2010年度（平成22年度）

前計画の中間目標
2016年度（平成28年度）

前計画の最終目標
2026年度（平成38年度）

実績値
2016年度（平成28年度）

家庭系ごみ1人1日
当たりごみ排出量

745ｇ/人日
700ｇ/人日

達成
680ｇ/人日

達成
677.0ｇ/人日

事業系ごみ
年間排出量

21,546ｔ/年
20,900ｔ/年

未達成
20,000ｔ/年 21,946ｔ/年

資源化率 16.6%
23%

未達成
25.0% 21.8%

最終処分量※ 10,633ｔ/年
4,000ｔ/年

達成
3,100ｔ/年 3,787ｔ/年

※　最終処分量には処理困難物を含む
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４）全国及び埼玉県との比較 

（１）1人 1日当たりのごみ排出量 

 本市における 1人 1日当たりのごみ排出量は、2017 年度（平成 29 年度）までは

全国平均値よりもわずかに下回っていましたが、近年は全国平均値を上回る量まで

増加しています。 

 2021 年度（令和３年度）をみると、事業系ごみ排出量が、埼玉県平均値の 182

ｇ/人日に対し、本市は 244.4ｇ/人日となっています。 

 

 図2.1-14 埼玉県平均値及び全国平均値との比較（1人1日当たりのごみ排出量） 

 

 表2.1-15 埼玉県平均値及び全国平均値との比較（1人1日当たりのごみ排出量） 
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（２）資源化率 

 本市における資源化率は、埼玉県平均値と全国平均値との中間程度を推移してい

ます。 

 

 図 2.1-15 埼玉県平均値及び全国平均値との比較（資源化率） 

 

 

 表 2.1-16 埼玉県平均値及び全国平均値との比較（資源化率） 
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５） 課題の整理 

（１）減量化・資源化の課題 

 １ ごみ総排出量の削減 

本市のごみ総排出量は減少傾向にありますが、1人 1 日当たりのごみ排出量は、

埼玉県平均値と比較すると、依然高い状況にあります（図 2.1-14 参照）。そのた

め、今後もより効果的なごみ減量施策を実施し、ごみ総排出量の更なる削減に努め

る必要があります。 

 

２ 家庭系ごみの減量化の推進 

 本市におけるごみ総排出量のうち約７割が家庭系ごみです（図 2.1-2 参照）。そ

のため家庭ごみの減量化を一層進めるための施策を実施する必要があります。 

 可燃ごみの約 45％を厨芥類が占め（図表 2.1-1 参照）、その中には、まだ食べ

られるのに捨てられている食べ物、いわゆる食品ロスが含まれていると考えられま

す。食品ロスが発生しないよう、食品の購入や消費に対する意識の向上を更に図る

必要があります。 

 また、可燃ごみの中には、紙類と紙製容器包装が約 27％含まれている（図表 2.1-1

参照）ため、分別排出の徹底が課題となります。 

 

 ３ 事業系ごみの減量化の推進 

 市の処理施設に搬入される事業系ごみには、資源となるはずの紙類等の混入や、

産業廃棄物であるプラスチック類の混入が見受けられます。 

 一般廃棄物収集運搬業者を通じて分別の徹底を引き続き指導・啓発していくとと

もに、搬入検査の強化をする必要があります。 

 

 ４ 資源化に関する課題 

 本市の資源化量及び資源化率は、2013 年（平成 25 年）をピークに近年減少傾向

にあります（図 2.1-15 参照）。特に集団資源回収量の減少が顕著であり、活動の

活性化を図ることが必要です。 

 また、可燃ごみの中に含まれる資源物の分別排出の啓発を強化することが必要で

す。 

 

（２）収集運搬の課題 

 １ ごみの収集方法等の検討 

 ごみの収集方法・収集品目・収集回数等については、ごみの発生状況や社会情勢

の変化に対応し、収集効率、費用対効果などを総合的に勘案し、適正かつ効率的な

収集運搬体制のあり方について常に検討していく必要があります。 
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２ 高齢化への対応 

 高齢化の進行により（図 1.3-2 参照）、自らごみを集積所まで運ぶことのできな

い人が今後増えることが予想されるため、訪問収集件数の増加を見込んだ効率的な

収集・運搬体制の構築が必要です。 

 

（３）中間処理の課題 

 １ 計画的な維持管理の推進 

 本市の中間処理施設はいずれも稼働から 20 年以上が経過し（表 2.1-9 参照）、

施設の維持管理・定期修繕・延命化工事には多額の費用を要することから、費用の

削減・平準化を進めるとともに、計画的な維持管理等に取り組む必要があります。 

 

 ２ 次期処理施設建設の検討 

ごみ処理事業の中核施設である豊野環境衛生センターは、基幹的設備改良工事に

より、施設の長寿命化を図っていますが、次は建替えが必要になります。 

処理施設の建設には、多額の事業費だけでなく、長い期間を要するため、将来の

処理体制も見据え、次期処理施設建設の検討を行う必要があります。 

 

３ 災害廃棄物への対応 

 豪雨による水害、大規模な地震等、毎年のように大規模災害が発生しており、処

理施設が被災した場合の生活ごみやし尿の処理の継続性の確保や、大量に発生する

ことが予測される災害廃棄物の処理が課題です。 

 通常のごみ処理に加え、災害廃棄物を適正かつ円滑に処理するため、平素よりご

み処理の広域的な連携体制を築いていく必要があります。 

 

（４）最終処分の課題 

 １ 最終処分量の削減 

 本市の最終処分量及び最終処分率は近年横ばい状態です（図 2.1-9 参照）。国内

の最終処分場の残余容量は減少し続けているため、最終処分量の削減に向け、ごみ

の減量と資源化の更なる推進が必要です。 

 

 ２ 適正な最終処分の実施 

本市の最終処分場は 2011 年度（平成 23 年度）に埋め立てを完了しているため、

焼却灰のうち集じん灰は県外の最終処分場に、不燃残さは埼玉県営施設及び県外の

最終処分場に埋め立てを行っています。今後も安全かつ適正な最終処分を継続する

ために最終処分先の確保が必要です。 
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第２章 基本方針 

 

１ 基本理念                                 

 

前計画では、『ごみを減らし、ごみを生かす生活が「あたりまえ」の循環型都市』

を基本理念として３Ｒの推進や適正処理に取り組み、一定の成果が見られています。 

また、本市では 2007 年（平成 19年）３月に春日部市環境基本条例を制定し、2009

年（平成 21年）４月には、「自然と調和した春日部市」を目指し、春日部市環境

都市宣言を行い、第２次春日部市環境基本計画では目指すべき環境像を「自然と人

とが共生し 未来につなぐ環境を みんなで育てまもるまち・春日部」と設定して

います。 

 そこで、前計画の基本理念を引き継ぎつつ、環境基本計画の目指すべき環境像を

踏まえ、環境問題をより身近に考え、自らの生活とのつながりに気付き、自ら進ん

で行動に移し、未来につながる循環型社会をみんなで作ることを目指し、本計画の

基本理念を次のとおり設定します。 
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２ 基本方針                                     

 

 基本理念をうけ、以下の３つを基本方針とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2-1 基本方針の領域 

 

 

 

 

  

処
理

処
分

ご
み
の
流
れ 資

源
化

基本方針１
ごみの発生抑制・再使用の推進

基本方針２
資源化の推進

流
通

基本方針３
安全かつ適正な
処理事業の推進

生
産

販
売

消
費

廃
棄
（

分
別
・
排
出
）

収
集
・
運
搬

基本方針１ ごみの発生抑制・再使用の推進 

「ごみを出さない行動をしよう」 

基本方針２ 資源化の推進 

「ごみを資源にもどす行動をしよう」 

基本方針３ 安全かつ適正な処理事業の推進 
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３ 市民・事業者・行政の役割と責務                         

 

 市民・事業者・行政が果たすべき役割と責務を図 2.2-2 に示します。 

 

 図 2.2-2 三者の役割と責務 

 

  

市民

事業者

市民・事業者・

行政の協働 行政

・ ごみの発生抑制の努力

・ 再生品の使用

・ 不用品の活用

・ ごみの分別排出

・ 集団資源回収へ参加・協力

・ 市の施策への協力

・ 事業系廃棄物の発生抑制

・ 排出者責任による適正処理

・ 物の製造・加工・販売等に

際して環境への配慮

・ 自主的なリサイクル活動の実施

・ 市の施策への協力

・ ごみの発生抑制に関する

普及啓発・情報提供・環境

教育の実施

・ 市民・事業者の自主的な

活動の支援

・ ごみの減量化・資源化に係る

調査研究
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４ 数値目標                                

 

「気づきから行動へ みんなでつくる 循環型のまち」を目指し、以下の数値目

標を設定します。 

 

（１）1人 1日当たりの家庭系ごみ排出量 

 1 人 1 日当たりの家庭系ごみ排出量を、基準年の 2016 年度（平成 28年度）の 677

ｇ/人日から、2023 年度までに約４％削減し 649ｇ/人日、2028 年度までに約７％

削減し 630ｇ/人日とすることを目標とします。 

 

 

 図 2.2-3 数値目標１ 1人 1日当たりの家庭系ごみ排出量 

   

 

最終目標年度
2028年度

基準年度
2016年度

（平成28年度）

中間目標年度
2023年度

数値目標①　1人1日当たりの家庭系ごみ排出量

677ｇ/人日 630ｇ/人日649ｇ/人日→ →
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（２）事業系ごみの年間排出量 

 事業系ごみの年間排出量を基準年の 2016 年度（平成 28年度）の 21,946ｔ/年か

ら、2023 年度までに約 29％削減し 15,617ｔ/年、2028 年度までに約 50％削減し

11,100ｔ/年とすることを目標とします。 

 

 

 図 2.2-4 数値目標２ 事業系ごみの年間排出量 

 

 

 

  

2016年度 2023年度 2028年度
（平成28年度）

基準年度 中間目標年度 最終目標年度

21,946ｔ/年 → 15,617ｔ/年 → 11,100ｔ/年

数値目標②　事業系ごみの年間排出量
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（３）資源化率 

 資源化率を基準年の 2016 年度（平成 28 年度）の 21.8％から、2023 年度までに

25.4％、2028 年度までに 27.5％とすることを目標とします。 

 

 

 図 2.2-5 数値目標３ 資源化率 

 

 

  

（平成28年度）

基準年度 中間目標年度 最終目標年度
2016年度 2023年度 2028年度

数値目標③　資源化率

21.8% → 25.4% → 27.5%
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（４）最終処分量 

 最終処分量を基準年の 2016 年度（平成 28 年度）の 3,787ｔ/年から、2023 年度

までに約 12％削減し 3,335ｔ/年、2028 年度までに約 20％削減し 3,040ｔ/年とす

ることを目標とします。 

 

 

図 2.2-6 数値目標４ 最終処分量 

 

 
  

数値目標④　最終処分量

3,787ｔ/年 → 3,335ｔ/年 → 3,040ｔ/年

（平成28年度）

基準年度 中間目標年度 最終目標年度
2016年度 2023年度 2028年度
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第３章 食品ロス削減推進計画 

 

１ 食品ロスの発生状況                                

 

（１） 国の状況 

 日本では、年間約 523 万トン（農林水産省及び環境省「令和３（2021）年度推計」）

発生していると推測されています。 

 食品ロスの全体量約 523 万トンの内、事業活動に伴って発生する「事業系食品ロ

ス量」は約 279 万トン、各家庭から発生する「家庭系食品ロス量」は約 244 万トン

となっており、家庭から出る食品ロス量は、日本の食品ロス量の約 47%を占めてい

ます。 

 また、国民１人当たりの家庭系食品ロス量は年間で約 19kg、１日当たり約 53g

になります。 

 

（２） 春日部市の状況 

春日部市の令和３年度における家庭系食品廃棄量は、家庭ごみ集積所（排出状況）

組成分析業務委託による分析結果から試算すると、令和３年度の家庭から出た可燃

ごみ総排出量が年間約 44,752t、食品廃棄量は約 15,314ｔとなり可燃ごみ総排出量

の約 1/3 と推計されます。 

そのうち、家庭系食品ロス量は年間約 3,960ｔと推計され、市民１人当たりの発

生量は年間で約 17kg、１日あたり約 46ｇになります。 

 

表 2.3-1 日本と春日部市の家庭系食品ロスの状況（令和３年度） 
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２ 家庭系食品ロス発生量の将来予測                          

 

将来推計人口から予想される可燃ごみの排出量から食品ロス発生量を予測しま

す。 

2024 年度以降の将来推計人口はほぼ比例的に減少し、それに伴って食品ロス発

生量も減少していくものと推測できます。結果、食品ロス発生量は 2024 年度から

本計画の最終年度である 2028 年度（令和 10年度）には 3,885 トンから 3,811 トン

まで推移します。 

 

図 2.3-1 将来推計人口と食品ロス発生量推移 

 

※2024 年度～2027 年度の将来推計人口は第２次春日部市総合振興計画（後期基本

計画）から抜粋、2028 年度の将来推計人口はこれを基に事務局で推計 

 

表 2.3-2 将来推計人口と食品ロス発生量予測 

  

将来人口（人）

可燃ごみ排出量
（ｔ）

食品ロス排出量
（ｔ）

229,409 228,372 227,255 226,138 225,061

2024年度
（令和6年度）

2028年度
（令和10年度）

2027年度
（令和9年度）

2026年度
（令和8年度）

2025年度
（令和7年度）

3885 3867 3849 3840 3811

43,902 43,703 43,490 43,394 43,070
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３ 数値目標                                

 

国の現状値（令和３年度値）及び削減目標から春日部市の削減目標を設定します。 

 

国の家庭系食品ロス量における削減目標は 2030 年度（令和 12年度）に 216 万ト

ンまで削減することです。現状値（令和３年度値）である 244 万トンから計算しま

すと約 11.5％の削減が必要となります。これは、本計画の最終年度である 2028 年

度（令和 10年度）時点で 8.9％の削減が必要であることを表しています。 

このことから、春日部市内で排出される家庭系食品ロス量を、2021 年度（令和

３年度）の 3,960 トン/年から 2028 年度（令和 10年度）までに約 8.9％削減し 3,607

トン/年にすることを目標とします。 

 

 

図 2.3-2 数値目標 春日部市の家庭系食品ロス量 

 

2028年度
（令和10年度）

数値目標　春日部市の家庭系食品ロス量

→３，９６０トン/年 ３，６０７トン/年

基準年度

（令和３年度）
2021年度

目標年度
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第４章 目標達成に向けた施策 

 

 本計画では、以下に示すとおり、３つの基本方針の下に 31 の施策を設定し、計

画の目標達成に向けて取組を進めていきます。 

 

図 2.4-1 施策体系 

 

 

最終処分量の削減

ごみの収集方法の検討

超高齢社会への対応

処理困難物への対応

不法投棄の防止

基本方針 施策 位置付け

気
づ
き
か
ら
行
動
へ
　
み
ん
な
で
つ
く
る
　
循
環
型
の
ま
ち

（１） 容器包装廃棄物の発生抑制 新規 継続 重点

（２） ３M運動の推進 新規 継続

（３） 再使用の推進 新規 継続 重点

重点

（５） 生ごみの減量化 新規 継続 重点

（４） 生ごみの水切り運動の促進 新規 継続 重点

【基本方針１】
ごみの発生抑制・再使用の推進

（６） 食品ロスの削減 新規 継続 重点

（７） プラスチック資源の循環的利用の推進 新規 継続 重点

（８） 家庭ごみ有料化の調査・研究 新規 継続 重点

（９） ごみ処理手数料の見直しの検討 新規 継続 重点

（１０） 各種媒体による情報提供 新規 継続 重点

（１１） 環境教育の充実 新規 継続 重点

（１２） クリーンかすかべ推進員との連携 新規 継続 重点

（１３） 環境美化の推進 新規 継続 重点

（１） 資源物排出先の拡充 新規 継続 重点

（２） 集団資源回収団体への支援 新規 継続 重点

【基本方針２】
資源化の推進

（３） 雑紙※分別の促進 新規 継続 重点

（４） 分別排出の徹底 新規 継続 重点

（５） 搬入検査の強化 新規 継続 重点

（６） 事業者への支援・啓発・指導 新規 継続 重点

（７） 焼却残さの資源化 新規 継続 重点

（１） 中間処理施設の維持管理 新規 継続 重点

（２） 次期処理施設建設の検討 新規 継続 重点

（３） 新規 継続 重点

（４） 適正な最終処分の実施 新規 継続 重点

【基本方針３】
安全かつ適正な処理事業の推進

（５） 最終処分場の維持管理 新規 継続 重点

（６） 新規 継続 重点

（７） 新規 継続 重点

（９） 新規 継続 重点

（８） 新規 継続 重点

（１１） 災害廃棄物への対応 新規 継続 重点

（１０） 資源物持ち去りへの対応 新規 継続 重点
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１ ごみの発生抑制・再使用の推進                              

 

（１）容器包装廃棄物の発生抑制 新規 継続 重点 

事業者と連携した過剰包装の抑制や、ばら売り、量り売りの促進、詰め替え商品

の利用促進などにより容器包装廃棄物の減量化を推進します。 

主な取組 

市 民 

必要な量の詰め替え商品を選びます。 

詰め替え商品を選びます。 

過剰包装を断ります。 

ばら売り、量り売りを利用します。 

事業者 

リサイクルしやすい容器包装を使用します。 

簡易包装化を推進します。 

ばら売り、量り売りをします。 

行 政 優良事例の紹介等、容器包装廃棄物の減量に関する情報を提供します。 

 

（２）３Ｍ運動の推進 新規 継続 重点 

市民の誰もが気軽に実践できるごみ減量化策として、マイバッグ、マイボトル、

マイはしを市民へ推奨するとともに、利用が普及するよう啓発に努めていきます。 

主な取組 

市 民 

買い物時は、マイバッグを使用します。 

使い捨て容器は使用せず、マイボトルを使用します。 

割り箸を使用せず、マイはしを使用します。 

購入後すぐに食べる場合は、販売期限の迫った商品を積極的に選びます。 

事業者 レジ袋の有料化を推進します。 

行 政 
広報、市公式ホームページやＳＮＳ等を活用し普及啓発を行います。 

職員が率先して３Ｍ運動を実践します。 

 
【マイバッグ・マイボトル・マイはし】 
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（３）再使用の推進 新規 継続 重点 

 使い捨て中心の社会から、使えるものは繰り返し使う社会への転換に向け、再使

用に係る情報を提供するなど、ごみの発生抑制を目指します。 

主な取組 

市 民 

物を買う場合は、長く使えるものを選びます。 

使い捨て商品は、できるだけ購入しないようにします。 

修理をして物を長く大切に使います。 

フリーマーケットやリユースショップ等を活用します。 

繰り返し使えるリターナブル容器の製品を選びます。 

事業者 
裏紙の利用等、再使用を実践します。 

グリーン購入※を行います。 

行 政 

優良事例の紹介等、再使用に関する情報提供を行います。 

グリーン購入を推進します。 

市役所におけるグリーン購入品の割合を増やします。 

再生品利用を推進します。 

 

（４）生ごみの水切り運動の促進 新規 継続 重点 

 生ごみは重量の約 80％が水分と言われているため、市民一人ひとりが水切りを

することにより、ごみの減量化に期待できます。水切り方法や水切りグッズの普及

啓発に努め、家庭での生ごみの水切り運動を促進していきます。 

主な取組 

市 民 家庭で生ごみの水切りを行います。 

事業者 飲食業等では生ごみの水切りを行います。 

行 政 水切り方法や水切りグッズの普及啓発を行います。 

 

【生ごみの水切り】 
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（５）生ごみの減量化 新規 継続 重点 

 春日部市の家庭から出る可燃ごみの約 45％を生ごみが占めています。これまで

も市民講師の協力を得て生ごみ堆肥作り講習会を開催してきましたが、更なる生ご

みの減量化を推進するため、減量化に関する情報提供に努めるなど取組の強化を図

ります。 

主な取組 

市 民 家庭での生ごみの堆肥化に取り組みます。 

事業者 食材のばら売り、量り売りをします。 

行 政 
生ごみ堆肥作り講習会の開催等、体験型の施策を実施します。 

生ごみの減量化に関する情報提供を行います。 

 

【生ごみ堆肥作り講習会の様子】 

 

（６）食品ロスの削減 新規 継続 重点 

 食品ロスを削減するため、使い切り、食べ切りの推進や啓発講座の開催など、多

様な手段で市民への周知を図り、家庭での取組を促進します。また、フードバンク

やフードパントリー※、子ども食堂などでの活用を進めることで廃棄される食品を

減らす取組を推進します。 

主な取組 

市 民 

食材の使い切り、料理の食べ切りを実践します。 

買い物前に在庫を確認し、必要な分の食材を購入します。 

外食時の食べ残しを減らします。 

購入後すぐに食べる場合は、販売期限の迫った商品を積極的に選びます。 

子ども食堂の活動の趣旨を理解し、協力します。 

事業者 

食材のばら売り、量り売りをします。 

宴会等で食べ切りの呼びかけをします。 

希望者には小盛りの対応をします。 
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ポスター等の掲示による食べ残し削減に向けた啓発を行います。 

食品の廃棄を極力減らすため、（在庫状況に応じて）閉店時間等を考慮

した割引販売をします。 

行 政 
啓発講座の開催等、体験型の施策を実施します。 

事業者と連携し、食品ロス削減の取組を行います。 

  

【東彩ガス株式会社「親子エコ・クッキング」の様子】 

 

（７）プラスチック資源の循環的利用の推進 新規 継続 重点 

プラスチックごみの発生抑制や循環利用に向けた取組を推進するとともに、ポイ

捨て・不法投棄対策により河川等への流出防止を図ります。また、プラスチックを

含むごみを焼却する際は、熱回収による発電を実施します。 

主な取組 

市 民 

マイバッグの使用によるレジ袋削減に取り組みます。 

自主的な美化活動により街中からプラスチックごみを収集し、河川や海

への流出を防止します。 

過剰包装を断ります。 

事業者 
店頭で行う分別回収等を推進します。 

簡易包装を推進します。 

行 政 

ペットボトル飲料容器を適正に分別し、ペットボトルキャップの資源化

への取組を市内公共施設において実施します。 

自主的に行う地域のごみ収集に対し、ごみ袋の提供やごみの回収等の支

援を実施します。 

再生利用可能なプラスチックを調査し、プラスチックの回収とリサイク

ルのための仕組みづくりを推進します。 

プラスチックごみの排出削減・分別を徹底するため、機運醸成を図りま

す。 
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ごみ焼却施設の発電設備を安定して稼働させることにより、熱回収によ

る電力供給に努めます。 

 

【ペットボトルキャップの回収】  

 

（８）家庭ごみ有料化の調査・研究 新規 継続 重点 

家庭ごみの有料化は、ごみ処理に関する費用負担の公平性の確保やごみの減量化

及び資源化の促進といった効果が期待できます。しかし、市民への新たな負担が生

じることにもなるため、他市町村の動向等を調査するとともに、他の減量化の施策

を進める中でその効果を試算し、研究します。 

主な取組 

市 民  

事業者  

行 政 

他の減量化施策を進める中で有料化の効果を試算し、研究します。 

ごみ処理経費を公開します。 

他市町村の動向等を調査・研究します。 

 

（９）ごみ処理手数料の見直しの検討 新規 継続 重点 

排出者責任及び適正な処理コスト負担の原則に基づき、排出者に適正な負担を求

めるため、ごみ処理手数料の見直しについて検討します。 

主な取組 

市 民  

事業者  

行 政 

ごみ処理手数料の見直しについて検討します。 

ごみ処理経費を公開します。 

他市町村の動向等を調査・研究します。 
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（１０）各種媒体による情報提供 新規 継続 重点 

市民一人ひとりが身近な環境問題に関心を持ち、自ら主体的に取り組んでいける

よう広報、ホームページやＳＮＳ等を活用し、積極的な情報発信を行います。また、

より分かりやすいゴミニケーションカレンダーを作成し、ごみの適正分別や減量化

及び資源化の啓発を行います。 

主な取組 

市 民 身近な環境問題に関心を持ちます。 

事業者 環境に関する取組の情報発信に努めます。 

行 政 
広報、ホームページやＳＮＳ等を活用し、積極的な情報発信を行います。 

より分かりやすいゴミニケーションカレンダーを作成します。 

 

【ゴミニケーションカレンダー】 

 

（１１）環境教育の充実 新規 継続 重点 

 幼児から大人まで、年齢に応じた環境教育を行うとともに、各種イベントなど

を活用しながら、市民及び事業者のごみの発生抑制、再使用及び資源化の意識高揚

を図ります。また、出前講座や施設見学会などを開催し、学習機会の創出を図りま

す。 

主な取組 

市 民 環境について考え、学び、行動します。 

事業者 環境学習を支援します。 

行 政 出前講座や処理施設の見学会など、市民の学習の場を提供します。 
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【施設見学会の様子】 

 

（１２）クリーンかすかべ推進員との連携 新規 継続 重点 

 市と地域のパイプ役として活動するクリーンかすかべ推進員との協働を継続し

て行います。研修会の開催や施設見学会を通じて、推進員の活動を支援します。 

主な取組 

市 民 クリーンかすかべ推進員の活動に協力します。 

事業者  

行 政 
研修会や施設見学会を通じて、推進員の活動を支援します。 

クリーンかすかべ推進員と情報交換を行い、連携します。 

  

【クリーンかすかべ推進員感謝状贈呈式の様子】 
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（１３）環境美化の推進 新規 継続 重点 

 自治会やボランティアなどによる市民の自主的な美化活動を促進し、身近な環境

問題への関心を高めます。美化活動の後方支援として、ごみ袋の提供やごみの回収

等を継続して実施します。 

主な取組 

市 民 自治会や各種団体による自主的な美化活動に参加します。 

事業者 地域の美化活動を行います。 

行 政 
ごみ袋の提供やごみの回収等の支援を実施します。 

市内一斉清掃「春のクリーンデー」を開催します。 

  

【春のクリーンデーの様子】 
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２ 資源化の推進                                   

 

（１）資源物排出先の拡充 新規 継続 重点 

 資源化を促進するため、牛乳パックやインクカートリッジの拠点回収を公民館等

で行っていますが、より多くの市民に利用されるよう情報提供に努めるとともに、

回収場所の拡充や新たな回収品目についても検討します。 

主な取組 

市 民 拠点回収を利用し資源物を排出します。 

事業者 店舗での資源物回収を推進します。 

行 政 
拠点回収の情報提供を行います。 

回収場所の拡充や新たな回収品目についても検討します。 

  

【公共施設での拠点回収】 

 

（２）集団資源回収団体への支援 新規 継続 重点 

 集団資源回収は、資源の有効利用のみならず、ごみの減量、将来を担う子ども達

の環境意識の向上、地域のコミュニティ作りにもつながります。今後も奨励金交付

制度による支援を継続して行うとともに、団体数と回収量の増加に向けて取組を進

めていきます。 

主な取組 

市 民 集団資源回収団体の活動に参加します。 

事業者  

行 政 
資源物の市場価格を勘案しながら奨励金の交付を行います。 

集団資源回収未実施の団体に参加を促します。 
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（３）雑紙分別の促進 新規 継続 重点 

 現在可燃ごみの中に約３割程度含まれている紙類の更なる分別徹底が必要です。

雑紙の排出方法の啓発強化などを通じて紙類の分別資源化を推進します。 

主な取組 

市 民 雑紙を可燃ごみではなく資源物として排出します。 

事業者 オフィスでの雑紙分別を励行します。 

行 政 

ペーパーレス化の推進やコピー用紙の使用枚数の削減などにより、庁内

から出るごみを極力減らし、出たごみは分別を徹底します。 

雑紙の排出方法の啓発を行います。 

 

（４）分別排出の徹底 新規 継続 重点 

 ゴミニケーションカレンダー等を市民や転入者に配布し、分別排出の周知と定着

を更に図り、排出段階におけるごみと資源の分別徹底を更に推進します。 

主な取組 

市 民 ごみと資源物を分別して排出します。 

事業者 ごみと資源物を分別して排出します。 

行 政 
より分かりやすいゴミニケーションカレンダーを作成します。 

事業者に分別強化を依頼します。 

 

（５）搬入検査の強化 新規 継続 重点 

 市の処理施設に搬入される事業系ごみには、資源物や産業廃棄物の混入が見受け

られます。搬入されたごみの展開検査を積極的に実施し、不適正な排出を行ってい

る事業者については改善を指導します。 

主な取組 

市 民  

事業者 適正な分別排出を徹底します。 

行 政 
処理施設に搬入されたごみの展開検査を強化します。 

不適正排出を行っている事業者に指導します。 
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【搬入検査の様子】 

 

（６）事業者への支援・啓発・指導 新規 継続 重点 

 事業者に対して、適正な分別方法やごみの減量化についてのチラシ配布や市公式

ホームページへの掲載等、啓発活動を積極的に行います。廃棄物減量等計画書に基

づいてごみ排出の実態把握、適正処理の指導を行うとともに、ごみの減量化及び資

源化の方法等について情報提供を行います。 

主な取組 

市 民  

事業者 廃棄物減量等計画書に基づき、ごみの減量化及び資源化を図ります。 

行 政 

適正な分別方法やごみの減量化についてのチラシの配布を行います。 

廃棄物減量等計画書に基づいて、不適正処理をしている事業者には指導

を行います。 

ごみの減量化及び資源化の方法等について情報提供を行います。 

 

【事業系ごみ削減啓発チラシ】 
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（７）焼却残さの資源化 新規 継続 重点 

 豊野環境衛生センターから発生する焼却残さについては、セメント原料化・人工

砂化を推進し、資源化を図ります。 

主な取組 

市 民  

事業者  

行 政 焼却残さのセメント原料化・人工砂化を推進し、資源化を図ります。 

 

  



春日部市一般廃棄物処理基本計画（令和５年度中間見直し版） 

 60 

３ 安全かつ適正な処理事業の推進                      

 

（１）中間処理施設の維持管理 新規 継続 重点 

 2016 年度（平成 28年度）に策定した「春日部市一般廃棄物処理施設のインフラ

長寿命化計画」に基づき、費用の削減・平準化を図りつつ施設の維持管理を進めて

いきます。 

主な取組 

市 民  

事業者  

行 政 安全かつ適正に維持管理を行います。 

 

（２）次期処理施設建設の検討 新規 継続 重点 

 豊野環境衛生センター、クリーンセンター、資源選別センター、最終処分場水処

理施設は、いずれの施設も竣工から 20 年以上経過しているため、将来の処理体制

を見据え、処理施設建設の検討を行います。 

主な取組 

市 民  

事業者  

行 政 次期処理施設建設の検討を行います。 

 

（３）最終処分量の削減 新規 継続 重点 

 限りある最終処分場を長く利用するため、更なるごみの減量化及び資源化を推進

し、焼却残さのセメント原料化等を進め最終処分量を削減します。 

主な取組 

市 民 更にごみの減量化及び資源化に協力します。 

事業者 更にごみの減量化及び資源化に協力します。 

行 政 更にごみの減量化及び資源化を推進し最終処分量を削減します。 
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（４）適正な最終処分の実施 新規 継続 重点 

 本市の最終処分場は 2011 年度（平成 23年度）に埋め立てを完了しているため、

市外の最終処分場に埋め立てをするしかありません。今後も安全かつ適正な最終処

分を継続するため最終処分場を有する関係自治体と協議の上、最終処分場を確保し

ていきます。 

主な取組 

市 民  

事業者  

行 政 
最終処分場を有する関係自治体と協議の上、最終処分場を確保します。 

適正に最終処分を行います。 

 

（５）最終処分場の維持管理 新規 継続 重点 

 関係法令等を遵守し、適正に最終処分場の維持管理を行います。 

主な取組 

市 民  

事業者  

行 政 埋め立てが完了した最終処分場の維持管理を適切に行います。 

 

（６）ごみの収集方法の検討 新規 継続 重点 

 ごみの収集方法・収集品目・収集回数等については、ごみの発生状況や社会情勢

の変化に対応し、収集効率、費用対効果などを総合的に勘案し、適正かつ効率的な

収集運搬体制のあり方について常に検討していきます。 

主な取組 

市 民  

事業者  

行 政 
適正かつ効率的な収集運搬体制のあり方について常に検討します。 

他市町村の収集方法を調査・研究します。 
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（７）超高齢社会への対応 新規 継続 重点 

 高齢者など、ごみの排出が困難な市民向けの訪問収集事業については、関係部局

と連携し、地域コミュニティや民間事業者との協働といった様々な角度からアプロ

ーチし、市民のニーズに対応したサービスの拡充と利用促進を図ります。 

主な取組 

市 民  

事業者  

行 政 
ごみの訪問収集を実施します。 

在宅医療廃棄物の排出方法について周知します。 

 

（８）処理困難物への対応 新規 継続 重点 

 市で処理が困難なものについては、民間事業者の協力による処理体制を確保し、

適正な処理を実施していきます。 

主な取組 

市 民 民間事業者に直接処理を依頼します。 

事業者 民間事業者に直接処理を依頼します。 

行 政 
民間事業者の情報を収集します。 

市で収集をしない廃棄物について周知します。 

 

（９）不法投棄の防止 新規 継続 重点 

 不法投棄の未然防止、早期発見のため、不法投棄パトロールの強化、県等の関係

機関との連携強化など、監視体制の強化を図ります。土地の管理者には看板等を設

置するなど不法投棄を防止する措置を講ずるよう指導します。 

主な取組 

市 民 管理する土地に看板を設置するなどして不法投棄を防止します。 

事業者 管理する土地に看板を設置するなどして不法投棄を防止します。 

行 政 

県との合同パトロールの実施や関係機関との連携により監視体制の強化

を図ります。 

土地の管理者に看板等を提供します。 
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【不法投棄禁止看板】 

 

（１０）資源物持ち去りへの対応 新規 継続 重点 

 資源物の持ち去りを防止するため、職員による早朝パトロールやＧＰＳを使用し

た追跡調査などを引き続き行い、警察等関係機関とも連携しながら対応していきま

す。 

主な取組 

市 民 持ち去り行為を発見した場合、市に通報します。 

事業者 持ち去り行為を発見した場合、市に通報します。 

行 政 
職員によるパトロールやＧＰＳを使用した追跡調査を行います。 

警察等関係機関と連携し取り締まりを行います。 

 

【ＧＰＳを使用した追跡調査】        【パトロールの様子】 
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（１１）災害廃棄物への対応 新規 継続 重点 

 災害時に発生する多種多様な廃棄物に対応するため、仮置き場の確保や関係機

関等との協力体制の構築などを通じて、収集から最終処分までの一貫した体制を構

築します。 

主な取組 

市 民  

事業者  

行 政 

仮置き場候補地の選定を行います。 

災害廃棄物の分別区分を確定し、平常時に事前周知を行います。 

関係機関との協力体制の構築を行います。 
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第３編 生活排水処理基本計画 

 

第１章 生活排水処理の現況と課題 

 

１ 処理の流れ                                   

 

生活排水は、炊事、洗濯、入浴等の生活に伴い排水される生活雑排水と、し尿な

どの便所からの排水に分けられます。公共下水道※、合併処理浄化槽※では生活雑

排水とし尿を合わせて処理していますが、単独処理浄化槽※と汲取り便槽※ではし

尿の処理のみが行われており、生活雑排水は処理されないまま河川等の公共用水域

へ排水されています。図 3.1-1 に生活排水処理フローを示します。 

 

図 3.1-1 生活排水処理フロー 
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２ 生活排水処理の概要                             

 

１）処理形態別人口 

本市における生活排水処理形態別の人口を表 3.1-1 及び図 3.1-2 に示します。 

処理形態別の人口では、公共下水道の整備により浄化槽※や汲取り便槽からの転

換が進み、水洗化人口が増加、単独処理浄化槽及びし尿汲取り人口が減少傾向にあ

ります。 

 

表 3.1-1 処理形態別人口の推移 

 

 

図 3.1-2 処理形態別人口の推移 

 
 



 春日部市一般廃棄物処理基本計画（令和５年度中間見直し版） 
 

 67 

２）公共下水道の整備状況 

本市の公共下水道は中川流域下水道※関連の公共下水道として、1975 年（昭和 50

年）に第一期事業汚水処理面積 262.0ha で事業を開始し、2016 年度（平成 28年度）

末現在で2191.0ha整備済となっており、2020年度目標の事業認可計画面積2,288.5

㏊の整備を進めています。表 3.1-2 に公共下水道計画の概要、表 3.1-3 の公共下

水道の整備状況を示します。 

 

表 3.1-2 公共下水道計画の概要 

区   分 全体計画 認可計画 

行政区域 6,598ha（市街化区域 2220.4ha・調整区域 4377.5ha） 

計画面積 4,598.0ha 2,288.5ha 

目標年度 2024 年度 2020 年度 

計画人口 218,900 人※ 200,410 人 

※平成 29年度 春日部市公共下水道事業計画変更認可の計画人口予測 

 

表 3.1-3 公共下水道の整備状況 

 

水洗化率＝水洗化人口÷処理区域内人口 

普及率＝処理区域内人口÷行政人口 

※下水道課において公表している普及率は行政人口に外国人登録者数を含んでいません。 
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３ し尿及び浄化槽汚泥の排出状況                        

 

１）排出量実績 

本市のし尿及び浄化槽汚泥の排出実績を表 3.1-4 に示します。 

これには、家庭から排出されるものの他に、事業系一般廃棄物として事業所や公

共施設から排出されるし尿及び浄化槽汚泥や仮設トイレなどからの臨時汲取りし

尿などが含まれています。 

合併処理浄化槽、単独処理浄化槽及び汲取り便槽人口が減少傾向にあるため、排

出量も減少傾向にあります。 

 

表 3.1-4 し尿及び浄化槽汚泥の排出実績 

 

 

 

４ 収集運搬                                

 

１）収集運搬方法 

し尿は委託業者、浄化槽汚泥は許可業者により収集運搬を行います。 

 

２）し尿処理手数料 

本市のし尿処理手数料を表 3.1-5 に示します。 

 

表 3.1-5 し尿処理手数料 

区 分 手  数  料 備    考 

定 

額 

制 

普通便槽 
世帯割 280 円/世帯・月 

汲取り回数は 

月 2回を原則 

人員割 220 円/人・月 

無臭便槽 
世帯割 280 円/世帯・月 

人員割 260 円/人・月 
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５ 処理・処分                               

 

１）し尿処理施設の概要 

2017 年（平成 29 年）３月、新たに汚泥再生処理センターが完成し、し尿・浄化

槽汚泥等の処理を開始しました。 

汚泥再生処理センターに搬入されたし尿・浄化槽汚泥等は遠心脱水機※によって、

脱水汚泥と汚水に分離されます。分離された脱水汚泥は、隣接するごみ焼却施設で

助燃剤として利用しています。汚水については、基準を満たすよう水道水・雨水を

使い希釈し、公共下水道へ放流しています。表 3.1-6 に施設概要を示します。 
 

表 3.1-6 し尿処理施設の概要 

施設名称 春日部市汚泥再生処理センター 

所在地 春日部市豊野町三丁目６番地 

処理対象 し尿、浄化槽汚泥、学校給食センター生ごみ処理汚泥 

処理方式 下水道放流固液分離方式 

処理能力 69 kℓ/日 

竣工年月 2017 年（平成 29 年）２月 

 

２）処理実績 

汚泥再生処理センターでは、春日部市区域内から搬入されるし尿、浄化槽汚泥及

び市内の学校給食センターから排出される生ごみ処理汚泥の処理を行っています。 

2017 年度（平成 29年度）の処理実績は 21,794.82kℓです。 

 

３）汚泥等の処分 

汚泥再生処理センターから発生する脱水汚泥は、隣接するごみ焼却施設で助燃剤

として利用され、焼却残さは民間の処理施設に委託し再生利用及び埋め立て処分し

ています。 
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６ 前計画の検証と課題の整理                        

 

１）前計画の検証 

前生活排水処理基本計画の目標と実績の比較と検証を表 3.1-7 に示します。 

 

表 3.1-7 前計画の検証 

区 分 
目標値 

2026 年度 

計画値 

2016 年度 

(平成 28年度) 

実績値 

2016 年度 

(平成 28年度) 
評   価 

生活排水 

処理率 
100％ 93％以上 93.5％ 

公共下水道接続人口が増え

たことにより、2016 年度（平

成 28年度）時点で目標値を

達成している。 

○ 

○：目標は達成 △：目標達成に向けて施策を実施中 ×：施策の進捗が見られず、見直しが必要 

 

２）課題の整理 

（１）生活排水処理率の向上 

現  状 課  題 

・ 本市の公共下水道計画は行政面積の

69.7％にあたる 4,598ha が全体計画で

す。2020 年度末の事業認可区域は

2,288.5ha であり、2016 年度（平成 28

年度）末の供用開始面積は 2,191.0ha で

事業認可区域の 95.7％となっています。 

・ 浄化槽整備区域については、単独処理浄

化槽及び汲取り便槽から合併処理浄化

槽への転換を促進しています。 

☆ 生活排水による水質汚濁についての啓

発を行い、市民の意識を向上させる必要

があります。 

 

☆ 公共下水道を計画的に整備する必要が

あります。 

 

☆ 単独処理浄化槽及び汲取り便槽から合

併処理浄化槽への転換を継続して推進

する必要があります。 

 

（２）し尿処理施設の適正な管理 

現  状 課  題 

・ 平成 29 年に新たに汚泥再生処理センタ

ーが完成しました。 

 

・ 公共下水道の普及による処理量の減少や

浄化槽汚泥混入率の上昇等による性状

の変化などに対応しています。 

・ 新しい施設になったことにより処理規模

が85kℓ/日から69kℓ/日に減少しました。 

☆ 環境負荷を低減するため、し尿等の処理

に使用する、水、薬品を適正化する必要

があります。 

☆ 脱水汚泥を助燃剤として再生利用するた

め、含水率を 70％以下とする必要があり

ます。 

☆ 公共下水道への負荷を低減するため放流

水質を安定化させる必要があります。 
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第２章 基本方針 

 

１ 基本理念                               

 

本市は、南北に流れる大落古利根川や中川をはじめ、多くの河川や水路がありま

す。これらの公共用水域の水質汚濁は、工場排水や生活排水が原因とされ、工場排

水については法的規制により改善が図られてきているところです。また、生活排水

については下水道の整備及び維持管理体制を推進するとともに、し尿だけでなく生

活雑排水も処理する合併処理浄化槽の設置により改善を図っているところです。 

しかし、依然として生活雑排水を処理せず公共用水域に放流する単独処理浄化槽

及び汲取り便槽を利用している世帯があるため、継続して公共下水道の整備及び接

続の促進や浄化槽整備区域における既存単独処理浄化槽や汲取り便槽から合併処

理浄化槽への転換を進め、生活排水を適切に処理し、公共用水域への負荷の低減を

図っていくことが必要です。 

以上により、本計画の目指すべき姿を次のように定め、実現に向けて生活排水問

題に取り組みます。 

 

 

 

 

２ 基本方針                                

 

基本理念をうけ、以下の３つを基本方針とします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清らかな水が流れる水辺のあるまち 

 市街化区域を優先し、公共下水道の整備を推進します。 

１ 公共下水道の推進 

 浄化槽整備区域内の既存単独処理浄化槽及び汲取り便槽から合併処理浄

化槽への転換を促進します。 

２ 合併処理浄化槽への転換の促進 

 施設の適正な管理を行い、含水率の確保、薬品・水道使用量の最適化、

放流水質の安定化を図ります。 

３ 汚泥再生処理センターの適正な管理 
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３ 数値目標                                

 

数値目標としては生活排水処理率を定めることとし、今後の公共下水道の整備計

画や浄化槽区域における既存単独処理浄化槽や汲取り便槽から合併処理浄化槽へ

の転換の促進計画を勘案して表 3.2-1 のように定めるものとします。 

2028 年度の目標は、埼玉県生活排水処理施設整備構想で 2025 年度に生活排水処

理率 100％を目指すとなっており、春日部市においても公共下水道整備及び単独処

理浄化槽及び汲取り便槽から合併処理浄化槽への転換を図り、100％を目指します。 

 

表 3.2-1 生活排水処理に関する数値目標 

項   目 
2016 年度 

（平成 28年度） 
2023 年度 

（令和５年度） 
2028 年度 

（令和 10年度） 

生活排水処理率 93.5％  98.5％以上   100％ 
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４ 公共下水道等の将来計画                         

 

１）公共下水道による水洗化人口 

公共下水道による水洗化人口の将来計画を表 3.2-2 に示します。 

 

表 3.2-2 水洗化人口の将来計画 

区    分 
実績 計  画 

2016 年度 
（平成 28年度） 

2023 年度 
（令和５年度） 

2028 年度 
（令和 10年度） 

処理区域内人口 207,795 220,103 214,090 

水洗化人口 196,288 205,469 205,469 

水洗化率 94.5 93.4 96.0 

※1：2018 年度（平成 30年度）から 2028 年度の処理区域内人口は、2017 年度（平成 29

年度）までの処理区域内人口を基に推計した。 

※2：水洗化率＝水洗化人口÷処理区域内人口 

 

２）合併処理浄化槽人口 

合併処理浄化槽人口については、公共下水道整備による減少と浄化槽整備区域に

おける単独処理浄化槽及び汲取り便槽から合併処理浄化槽への転換による増加を

考慮して予測します。 

 
 

５ 処理形態別人口の予測                           

 

処理形態別人口の予測を表 3.2-3、図 3.2-1 に示します。 

 

表 3.2-3 処理形態別人口の予測 
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図 3.2-1 処理形態別人口の予測 

 

 

６ し尿及び浄化槽汚泥排出量の予測                     

 

１）1人 1日当たりし尿及び浄化槽汚泥排出量 

表 3.2-4 に 1 人 1 日当たりし尿及び浄化槽汚泥排出量の計画値の設定を示しま

す。計画値は、2014 年度（平成 26 年度）から 2016 年度（平成 28 年度）の過去 3

年間の平均値に基づき設定しました。 

 

表 3.2-4 1 人 1 日当たりし尿及び浄化槽汚泥排出量の計画値の設定 

区 分 
2014 年度 

（平成 26 年度） 

2015 年度 

（平成 27 年度） 

2016 年度 

（平成 28 年度） 
平均値 計画値 

1 人 1 日当たりの 

し尿排出量（ℓ/人日） 
4.26 4.60 4.87 4.58 4.58 

1 人 1 日当たりの 

浄化槽汚泥排出量（ℓ/人日） 
1.27 1.28 1.32 1.29 1.29 
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２）し尿及び浄化槽汚泥排出量の予測 

し尿及び浄化槽汚泥排出量は、処理形態別人口の非水洗化人口（汲取り便槽）及

び浄化槽人口（合併処理浄化槽人口と単独処理浄化槽人口の合計）に各々1人 1日

当たりのし尿排出量と浄化槽汚泥排出量の計画値を乗じることにより求めます。 

表 3.2-5 及び図 3.2-2 にし尿及び浄化槽汚泥排出量の予測を示します。 
 

表 3.2-5 し尿及び浄化槽汚泥排出量の予測 

 

 

図 3.2-2 し尿及び浄化槽汚泥排出量の予測 

 

2016 年度       2023 年度       2028 年度 

（平成 28 年度）    （令和 5 年度）    （令和 10 年度） 
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第３章 実現のための施策 

                            

１ 生活排水処理の主体                            

 

生活排水処理施設の種類別の処理主体を表 3.3-1 に示します。 

 

表 3.3-1 処理主体 

処理施設の種類 対象となる生活排水の種類 処理主体 

公 共 下 水 道 し尿及び生活雑排水 
管渠：春日部市 

終末処理場：埼玉県 

合併処理浄化槽 し尿及び生活雑排水 
個人・事業者等 

単独処理浄化槽 し尿 

汲 取 り 便 槽 し尿 
春日部市、 

個人・事業者等 

し 尿 処 理 施 設 し尿及び浄化槽汚泥 春日部市 

 

２ 公共下水道の推進                                

 

公共下水道の施策と内容を表 3.3-2 に示します。 

 

表 3.3-2 施策と内容 

施  策 内   容 

① 公共下水道の 

整備促進 

・ 公共下水道未整備地区の整備を計画的に推進し、市街化

区域内の早期完成を図ります。 

・ 土地区画整理事業や街路事業の進捗に合わせ、公共下水

道の整備を進めます 

② 水洗化率の 

向上 

・ 未接続世帯への接続に対する意識の向上を図るため、水

洗化啓発活動を積極的に行い水洗化率の向上に努めま

す。 
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３ 合併処理浄化槽の設置の促進                        

 

１）収集運搬計画 

合併処理浄化槽の収集運搬についての施策と内容を表 3.3-3 に示します。 

 

表 3.3-3 施策と内容 

施  策 内   容 

① し尿及び浄化

槽汚泥の収集

運搬 

・ し尿は委託業者、浄化槽汚泥は許可業者により収集運搬

を行います。 

 

２）合併処理浄化槽の設置 

合併処理浄化槽の設置についての施策と内容を表 3.3-4 に示します。 

 

表 3.3-4 施策と内容 

施  策 内   容 

①合併処理浄化

槽設置の支援

と啓発強化 

・ 浄化槽処理促進区域として定めた区域内における既存単

独処理浄化槽及び汲取り便槽から合併処理浄化槽への転

換を促進するため、設置者への財政的支援と転換促進の

啓発を図ります。 

・ 浄化槽設置後の適正な維持管理を促進するため、啓発を

行います。 

 

４ し尿処理施設の適正な管理                       

 

し尿処理施設の適正な管理についての施策と内容を表 3.3-5 に示します。 

 

表 3.3-5 施策と内容 

施  策 内   容 

① し尿処理施設

の適正管理 

・ 施設の運転記録や放流水質の分析結果をもとに、適正な

機器の運転、水道・薬品の使用量の調整をおこない、含

水率の確保、放流水質の安定化を図ります。 
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５ 市民・事業者の主な取組                        

  

市民・事業者の主な取組を表 3.3-6 に示します。 

 

表 3.3-6 主な取組（第２次春日部市環境基本計画から抜粋） 

施  策 内   容 

市民・事業者の 

取組 

・ 食器洗いはあらかじめ汚れを拭き取って、適量の洗剤で

洗います。 

・ 調理くず、食べ物の残り、廃食油は排水口に流しません。 

・ 洗濯は、洗剤の種類と使い方を確認して適切な水量で行

います。 

・ 公共下水道や合併処理浄化槽への切り替え工事を速や

かに行います。 

・ 浄化槽は、適正な維持管理を行います。 
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用語集  

 

≪あ行≫  

 

一般廃棄物                                  

 産業廃棄物以外の廃棄物。家庭から出

る家庭系ごみと事業所から出る事業系

ごみがある。  

 

一般廃棄物処理実施計画                            

 一般廃棄物処理基本計画を推進する

ため、ごみ排出量の見込み、収集運搬か

ら処理・処分、資源化の方法を年度ごと

に定めた計画。  

 

エコ・クッキング                             

 買い物、料理、片づけの一連の流れを

通して、環境を大切にする食生活を考え、

行動すること。  

 

遠心脱水機                                     

処理場に搬入されたし尿及び浄化槽

汚泥を、遠心力を利用し、固体と液体に

分離する装置。  

 

≪か行≫  

 

合併処理浄化槽                              

 し尿と生活雑排水を合わせて処理で

きる浄化槽のこと。これに対して、し尿

のみを処理する浄化槽を単独処理浄化

槽という。  

 

家電リサイクル法                              

 正式名称は、「特定家庭用機器再商品

化法」で、一般家庭や事務所から排出さ

れた家電製品（エアコン・テレビ・冷蔵

庫・冷凍庫・洗濯機・乾燥機）から、有

用な部分や材料をリサイクルし、廃棄物

を減量するとともに、資源の有効利用を

推進するための法律。  

 

環境美化活動                                 

 住民が自発的に行う道路や公園等の

公共施設の除草や散乱ごみの収集活動。 

 

汲取り便槽                                    

落下式の便槽。トイレからの糞尿を便

槽に貯留し、定期的に汲み取る必要があ

る。生活雑排水は処理されないまま、公

共用水域へ排水される。  

 

クリーンかすかべ推進員                         

 市と地域の住民をつなぐ、ごみ処理に

関するリーダー的存在のこと。地区長、

自治会長等からの推薦を受け、市長が委

嘱している。  

 

グリーン購入             

 商品やサービスを購入する際に、価格

や機能、品質だけでなく、その商品やサ

ービスの環境に対する影響について配

慮し、環境への負担の少ないものを優先

的に選択し購入すること。  

 

グリーン購入法                             

 正式名称は、「国等による環境物品等

の調達の推進等に関する法律」で、国や

地方公共団体等が率先して環境物品等

の調達を推進し、持続的発展が可能な社



 

会の構築の推進を目指す法律。  

 

建設リサイクル法                            

正式名称は、「建設工事に係る資材の

再資源化等に関する法律」で、建設工事

に伴って発生する大量のコンクリート

塊や木材等を再資源化するための法律。 

 

公共下水道              

 下水を処理するために地方公共団体

が管理する下水道。  

 

小型家電                                 

 家電製品の内、家電リサイクル法に定

められた品目（エアコン・テレビ・冷蔵

庫・冷凍庫・洗濯機・乾燥機）を除いた

パソコン、携帯電話、音響・映像機器、

キッチン・生活家電製品等。  

 

小型家電リサイクル法                            

 正式名称は、「使用済小型電子機器等

の再資源化の促進に関する法律」で、小

型家電を回収し、製品に含まれる希少金

属（レアメタル）等を再利用するための

法律。  

 

≪さ行≫  

 

サーマルリサイクル                            

 ごみの焼却の際に発生する熱エネル

ギーを回収し、利用すること。この他、

廃棄物を製品の原料としてリサイクル

するマテリアルリサイクル（例：家電か

ら金メダルを作る）、廃棄物を化学反応

を用いてリサイクルするケミカルリサ

イクルがある（例：廃食用油からディー

ゼル燃料を作る）。  

 

災害廃棄物                              

 地震や台風等の災害により発生する

廃棄物。土砂、倒木、倒壊家屋、片付け

ごみや避難所から発生する生活ごみ等

がある。  

 

最終処分場                                

 廃棄物の内、再生利用が困難なものを

埋め立て処分するための場所及び施設。 

 

在宅医療廃棄物                                  

 自宅で医療処置を行った際に発生す

る廃棄物。輸液バッグ、注射針、チュー

ブ、脱脂綿等がある。  

 

雑紙（ざつがみ）                                  

 新聞、雑誌、段ボール、飲料用紙パッ

ク以外の紙・板紙のこと。お菓子の箱や

包装紙、封筒類等がある。  

 

産業廃棄物                                

事業活動に伴って生じた廃棄物のう

ち法令で定められた 20 種類の廃棄物。

燃え殻、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プ

ラスチック類等がある。  

 

自動車リサイクル法                               

 正式名称は、「使用済自動車の再資源

化等に関する法律」で、使用済み自動車

の部品等の再利用、再資源化を目的に車

の所有者、自動車メーカー、関連事業者

等の役割を定めた法律。  
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し尿                                      

 人が排せつする大・小便。  

 

集じん灰                                  

 ごみを焼却処理した際に、焼却ガスと

ともに空中に巻き上がり、集じん装置で

集められた細かい灰。飛灰（ひばい）と

も呼ばれる。  

 

集団資源回収                                   

家庭ごみの中から再利用が可能な資

源物を自治会や学校等の集団で回収す

ること。  

 

主灰（しゅばい）                                     

ごみを焼却処理した際の燃え殻。  

 

循環型社会                                        

 資源を有効利用し、また、リサイクル

等を行うことによって、持続可能で、環

境への負荷が少ない社会。  

 

浄化槽                                      

微生物の働きによって生活排水の汚

れを分解し、きれいな水に変えてから川

などへ放流するための装置。下水道が整

備されていない地域では、生活排水を処

理するために浄化槽の設置が法律で義

務付けられている。  

 

浄化槽汚泥                                   

 浄化槽が排水を処理する過程で出る

堆積物等。  

 

 

焼却残さ                                        

 ごみを焼却処理した際に残るもので、

燃え殻の主灰と集じん装置で集められ

る集じん灰に分けられる。  

 

食品リサイクル法                                  

 正式名称は、「食品循環資源の再生利

用等の促進に関する法律」で、食品の売

れ残りや食べ残し、製造過程で発生する

食品廃棄物について、発生抑制と減量化

により処分量を減少させるとともに、飼

料や肥料の原材料としての再生利用を

促進するための法律。  

 

食品ロス                                    

 まだ食べられるのに捨てられてしま

う食品。  

 

食品ロス削減推進法          

正式名称は、「食品ロスの削減の推進

に関する法律」で、食品ロスの削減に関

し国、地方公共団体等の責務を明示し、

食品ロスの削減を総合的に推進するこ

とを目的とした法律。  

 

助燃剤                                  

ごみの焼却を助けるもののこと。  

 

生活排水                                     

 人の生活により排出される水。台所や

風呂、洗濯等により排出される生活雑排

水と、トイレから排出されるし尿がある。 

 

 

 



 

≪た行≫  

 

単独処理浄化槽                                  

トイレからの排水のみを処理する浄

化槽。炊事、洗濯、入浴等の生活雑排水

は浄化槽に接続しておらず、処理されな

いまま、公共用水域へ排水される。  

 

 

厨芥類（ちゅうかいるい）                                  

 台所や厨房から出るごみ類。野菜くず

などの生ごみ。  

 

中間処理                                      

 廃棄物の最終処分前に行われる様々

な無害化、安定化、減容化処理。  

 

≪な行≫  

 

生ごみ処理容器                                   

 微生物や細菌の働き、または機械的な

動作で、脱水、発酵又は分解することに

より、たい肥化や減容化を目的として製

造されたもの。  

 

≪は行≫  

 

廃棄物減量等計画書                               

春日部市廃棄物の処理及び再利用に

関する条例の規定により事業用大規模

建築物占有者及び多量排出事業者が毎

年市に提出する。廃棄物の年間発生量や

資源化の方法を記載した計画書。  

 

廃棄物減量等推進員                             

 市町村における一般廃棄物の減量化

対策を実効あるものとすることを目的

として創設された制度で、市町村との密

接な連携の下、地域に密着し、一般廃棄

物の減量化、再生利用を促進していくた

めのボランティアリーダーとして役割

を担う。本市では廃棄物減量等推進員を

クリーンかすかべ推進員と称している。 

 

発生抑制                                    

 廃棄物の発生自体を抑制すること。リ

デュースともいう。リユース、リサイク

ルに優先するものとされている。  

 

ピックアップ回収                                  

 集積所に排出されたごみを収集し、そ

の中から対象物を選別し回収する方法。

その他の方法ではボックス回収（回収ボ

ックスを設置し、対象物を回収する方法）

等がある。  

 

フードパントリー           

 ひとり親家庭や生活困窮世帯など、

様々な理由で日々の食品や日用品の入

手が困難な方に対して、企業や団体等か

らの提供を受け、個人を対象に地域で無

料で配布する活動（場所）。  

 

プラスチック資源循環促進法      

 正式名称は、「プラスチックに係る資

源循環の促進等に関する法律」で、製品

の設計から廃棄物の処理までの過程で

「リデュース、リユース、リサイクル、

リニューアブル」を推進し、循環型経済

への移行を促進することを目的とした



 83 

法律。  

 

ベール                                     

 ペットボトルを圧縮し、梱包したもの。

１つのベールは縦 60ｃｍ×横 60ｃｍ×

高 60ｃｍで約 800 本のペットボトルか

らできている。  

 

≪や行≫  

 

容器包装廃棄物                                 

 製品の包装に使用されている紙やプ

ラスチック製の容器。容器包装廃棄物は

ごみの重量の約２～３割、容積で約６割

を占めるとされている。  

 

容器包装リサイクル法                                   

 正式名称は、「容器包装に係る分別収

集及び再商品化の促進等に関する法律」

で、容器包装廃棄物について、リサイク

ルの推進等により、廃棄物の減量化を図

るとともに、資源の有効利用を促進する

ための法律。  

 

≪ら行≫  

 

流域下水道                                 

下水道の一種。市が管理する下水の排

水を集めて処理するために、複数の市町

村の区域にわたるものであり、かつ、終

末処理場を有するもの。  
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